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Abstract Butterfly assemblage was monitored using a route census method at 2 observation areas 
(4 study sites), Matsushiro and Shinsuwa, around the rural zone in Nagano City, Nganago 
Prefecture from May, 2005 to April, 2006. The numbers of species and individuals found at 
Matsushiro area were 39 species and 541.00 individuals per 30 minutes, and at Shinsuwa area 32 
species and 379.00 individuals. In the rural zone with moderate human disturbance, individual 
species increased in dominance and grassland species such as Minois dryas bipunctata Motschulsky 
were able to live in a forest site. The value of ER, ER" and HI-index with environmental values of 
each species was high in sites without human disturbance such as the forest site of Shinsua, but the 
value of species diversity indices such as Shannon’s H’ and Simpson’s 1-A was low. By comparing 
the human disturbance index (HI-index) and species diversity, it appears that moderate human dis- 
turbance created the highest species diversity. 


Key words Butterfly assemblage, route census method, human actions, rural zone, Nagano. 
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最近 , か つて 子供 た ち が 昆 虫 採集 を 楽し ん だ 雑木 林 に , 虫 が か られ な く な っ た と いう 話 を よく 耳 に する . 
樹液 の 臭い が 漂い , クタ クワガタ, カナ ブン , 様々 な チョ ウ や ガ で 賑わっ た 雑木 林 に な ぜ か 虫 の 姿 も 子供 
の 姿 も 見 えな い . 里山 の 生物 の 衰亡 の 理由 に つい て , 北村 (1985; 1987) や 栗田 (2007) は , 里山 の 雑木 林 
の 指標 昆虫 で ある オオ ムラ サキ を 例 に , 雑木 林 の 適度 な 伐採 利用 が 行わ も れ な く な っ て きた た め に 個体 
数 を 減じ て いる こと を 論じ て いる . 他 に も , AAS (2003), 石井 ら (1995), Kitahara et al. (1994), 清 (1988 
1996a, b), i& (1989), XJI] (1989), 田 下 (1987, 1988, 1989, 1990), 田 下 ら (1998), 須賀 (2005), 西尾 (2005), 
村田 ら (2005) な ど 数 多く の 報告 に 見 られ る よう に ., 時 地 ・ 里 山 や 次 草 原 と いっ た 良好 な 自然 の 風 
景 地 が , 社会 ・ 経 済 活動 の 変化 に より 手入れ が 行き 届か な く な り , 多く の 種 が . これ ら の 二 次 的 自然 
の 荒廃 が 進む こと に より 衰亡 し て いる こと が わか っ て き て いる . 


本 研究 で は , 現在 で も オオ ムラ サキ を 初め と し た 多く の 里山 の 昆虫 類 が 生息 する 長野 市 和 松代 町 東寺 
尾 尼 厳 山 山麓 と , か つて は 多く の 昆虫 類 を 産 し 昆虫 の 好 採 集 地 で あっ た 長野 市 新 諏訪 町 頼朝 山 山 薦 
D, それ ぞ れ クヌギ を 主要 植生 と し た 雑木 林 に お いて , 昆虫 類 の 多様 性 に つい て , チョ ウ 群 集 を 指標 
と し て 定量 的 に 比較 し た . その 結果 か ら 早 山 の 生物 相 の 特徴 を 把握 し た うえ で , 人 間 の 活動 に 伴う 自然 
環境 へ の 提 乱 と 里山 の 生物 の 多様 性 の 変化 に つい て , 過去 に お ける 里 地 里山 で の モニ タリ ング 結果 
( 田 下 ら , 1997, 2007) を 利用 し て 総合 的 な 考察 を 行っ た . 




































































































































































材料 と 方 法 
1. 調査 地 の 概 要 
調査 地 は 信濃 川 水系 の 中 流域 に あたる 善光寺 平 (標高 350 m) に 位置 する 長野 市 の 里山 か ら ほ ぼ ぽ 同 じ 標 
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高 を 有する 2 カ所 , 松 代 地 区 (長野 市 松代 町 東寺 尾 尼 厳 山 山 杭 ) と 新 諏 訪 地 区 (長野 市 新 諏訪 町 頼朝 山 
LAE) を 選定 し た . 調査 地 の 概 要 を Table 1 に 示す . 両 地区 と も に 民家 周辺 で . か つて は 新 炭 林 と し て 
利用 され て きた 雑木 林 で ある . ク タメ ヌ ギ Quercus acutissima Carruth. や コナ ラ Quercus serrata Thunb. な ど 
の 落葉 性 広葉 樹林 ( 夏 緑 林 ) が 主要 植生 で ある . 日 本 海岸 性 の 気 師 で あり , 冬季 に 降雪 が 多い . 


松代 地区 は , 標高 が 約 400 m で 革 光 寺 平 の 東 緑 に 位置 する . 森林 部 で は , エノキ Celtis sinensis Pers. や ハ 
F Lespedeza sp. が 見 られ る . また , 林 緑 部 で は , 幅 約 $ m の 未 和 舗装 の 道路 が あり , その 西側 に エノキ や 
クヌギ が 見 られ る . 東側 は 採石 場 跡 地 に な っ て お り , スス キ Miscanthus sinensis Anderss. や ハギ 類 , アカ 
マツ Pinus densiflora Sieb. et Zucc. の 実生 , ヌル デ Rhus javanica L. が 主要 な 植生 と な っ て いる . MAE, 
シイ タケ の 栽培 に 利用 され て お り , 稀 に 樹木 は 伐採 され て いる . また , PRL, 道路 管理 の た め 滝 木 の 刈 
り 払 い が 行わ れ て いる . 


新 諏訪 地区 は , 標高 が 約 450 m で 状 光 寺 平 の 西 縁 に 位置 する . 森林 部 で は , ケヤキ Zelkova serrata 
Makino が 混じる 程度 で 大 部 分 が クヌギ と コナ ラ で ある . 一 部 の 林 床 に クタ ロッ バブ Rhamnus dahurica 
Pall. が 見 られ る . 樹木 は は ほとん ど 更 新 き れ て お ら ず , か な り 暗 い 林 に な っ て いる . 林 縁 に は , 狭い 耕作 地 
が あり , 周辺 は クヌギ や コナ ララ, ケヤキ な どか ら な る 林 齢 が 高い 林 で ある . 

2. 調査 の 方 法 


調査 は , 2005 年 5 月 か ら 2006 年 4 月 の 1 年 間 に わ た り 行 っ た . 松代 と 新 諏訪 の 雑木 林内 と 林 縁 的 な 環 
境 で 約 300 m の 一 定 の ルー ト を 設け ,4 月 か ら 11 月 に か け て , 月 2 回 の 頻度 で 合計 16 回 の モニ タリ ング 
を 実施 し た . で きる か ぎり 一 定 の 速 さ で 歩き , 概ね 30 分 間 で ルー ト を 往復 し , 見 か けた チョ ウ の 種 と 個 
体 数 を 森林 内 と 林 縁 環境 に 分 け て 記録 し た . 調査 時 間 に 伴 う 不 均衡 を 是正 する た め に , 種 ご と の 個体 数 
は 30 分間 当 た り の 個体 数 に 換算 し た うえ で 多様 性 の 分 析 を 行っ た . セン サス は , 9: 00-15: 00 の 気温 
が 上 昇 す る 時 間 帯 で , 開始 直前 の 照度 が 23,000 lux 以上 , 気温 が 16'C 以 上 の 状況 の も と で 行っ た . モ 
ニタ リン グ 調 査 は , チョ ウ の 個体 数 調査 の 他 に , 雑木 林 の 多様 性 を 示す も の と し て , ルー ト 上 で 見 つ 
けた スズ メ バ チ 類 の 個体 数 , お よび クヌギ 等 の 樹幹 か ら の 樹液 の 浸出 箇所 数 を 併せ て 記録 し た . 


3. 評価 手法 


種 の 多様 性 を 示す 指標 に より 松代 地区 お よび 新 諏 訪 地区 に お ける 調査 結果 を 比較 し , 両 雑 森林 の チ 
ョ ウゥ 群集 の 多様 性 を 調べ た . さら に , 森林 内 と 林 縁 の 環境 に 分 け て , チョ ウ 群 集 の 多様 性 の 変化 を 詩 
べた . また , 里山 へ の 人 の 関わ り 状 況 と チョ ウゥ 群集 の 多様 性 の 関係 を 調べ る た め に , 田 下 ら (1997, 2007) 
の 行っ た 長野 市 お よび 松本 市 の 平野 部 の 既存 の モニ タリ ング 結果 と の 比較 を 行っ た . 


評価 指標 と し て , Shannon の 平均 多様 度 H' OKIE Ò, 1989), Simpson の 多様 度 指数 1- ん (日 本 環境 動物 学 
会 ( 編 ), 1998), 環境 階級 存在 比 ER (田中 , 1988), 環境 階級 度 ERZ( 田 下 ら , 1997) お よび 指数 ( 田 下 ら , 
1997) を 用 いた . 重複 度 は Pianka の cw 指数 (日 本 環境 動物 学会 ( 編 ),1998) を 用 いた . 


平均 多様 度 H' は 次 式 で 算出 し た . 

H’=-X(n/N) log,(n/N) 

ま た , 多様 度 指数 1-X は 次 式 で 算出 し た . 

A-Xn(n-1YN(N-1) 

ここ で ,N は 総 個体 数 , ヵ は : 稚 目 の 種 の 個体 数 で ある . 

環境 階級 存在 比 ER は 次 式 に より 求め た . 

ER(CX)=(ZX, LY GTI) 

また , 各階 級 の 指数 に 重み づけ を 行う こと に より , 一 次 元 化し た 環境 階級 度 ER” を 次 式 に より 計算 し た . 
ER”=((4ER(ps)+3ER (as)+2ER(rs)+ER(us))~10)/30x100 


ここ で , え は : 著 目 の 種 の 各 環 境 段階 (o: 原始 段階 ps), B: 非 定住 利用 段階 as), y: 農村 ・ 人 里 段 階 Gs), 
5: 都市 段階 Us) の 生息 分 布 度 , 旬 は 7 番目 の 種 の 総 個体 数 , は 番目 の 種 の 指標 価 で ある . 
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また , 人 為 に よる 土地 へ の 携 乱 の 状況 を 判別 する た め に , 指数 を 下記 に より 算出 し た . 
HIzxn,D,F/(Y3n,D)x100 




















ここ で , 刀 は: 番目 の 種 の 個体 数 , は 分 布 の 広 さ の 指数 で , 0) 都市 (住宅 地 ), C) 耕作 地 , (3) 浅い 山 
地 ・ 里 山 , (4) 深い 山地 の 植 栽 林 ・ 二 次 林 , (5) 極 相 的 環境 の $ つ の うち , すべ て の 環境 に 生息 する 種 , 4 
つの 環境 に 生息 する 種 ,。3 つ の 環境 に 生息 する 種 , 1-2 の 環境 に 生息 する 種 に . それ ぞ れ , 0, 1, 2, 3 の 値 を 
与え た . 互 は 幼虫 期 の 食性 の 指数 で , 食 草 の 大 部 分 が 帰化 植物 ・ 栽 培 種 や 揚 乱 地 へ の 先駆 植物 で ある 
種 に は 0, どちら か と いう と 帰化 植物 ・ 栽 培 種 ・ 携 乱 地 へ の 先駆 植物 を 多く 食す る 種 に は 1, どちら か 
と いう と 上 記 の 植物 種 以 外 を 多く 食す る 種 に は 2, 食 草 の 大 部 分 が 上 記 植 物 種 以外 の 種 に は 3 の 値 を 
与え る . 


ER" と L は 原始 段階 の 環境 か ら 都 市 化し た 環境 へ 100 か ら 0 の 値 を 示す . 
複 度 «の 計算 は , 次 式 に より 求め た . 

oc Xon MON, EANAN N,N,) 

ここ で , N, ん は 総 個体 数 で あり , ヵ 。 ヵ な は 7 番目 の 種類 の 個体 数 で ある . 
























































結果 


1. 樹液 や スズ メ バ ナ チ 類 の 個体 数 な どか ら み た 調査 地 の 環境 


Fig. 1 に は , 各 調査 地 に お ける クヌギ な どの ナラ 科 植 物 の 概ね 5m 以 下 の 高 さき に お ける 樹液 の 浸出 箇所 
数 を 示し た . 新 諏訪 地区 で は , 樹液 は 全く 観察 で き な か っ た . 松代 地区 で は , 主として 6 月 か ら 9 月 に 
か け て 樹液 の 浸出 が 見 られ , こう し た 樹液 に は , オオ ムラ サキ , ヒ オド シ チ ョ ウ , ジャ ノ メ チ ョ ウ な どの 
吸 汁 性 の チョ ウ を は じ め , シタ バ 類 , シロ テン ハナ ム グ リ , ヨ ツ ボ シ ケ シキ スイ な ど 多 様 な 昆虫 上 類 が 
集まっ て いる . 樹液 の 浸出 は 7 月 下旬 が ビ ピーク で あり , お よそ 300 m の 調査 区 間 に 23 箇所 が 確認 され た -. 


ルー ト セ ン サ ス 中 に 確認 で きた スズ メ バ チ 類 の 個体 数 を Fig. 2 に 示す . 松代 地区 で は , オオ スズ メ バ 
F Vespa mandarinia japonica Radoszkowski, ¥ 4 11 A A 3 2 S- V. simillima xanthoptera Cameron, "€ 7 A 
ズ メ バナ チ ツ crabro flavofasciata Cameron, チャ イロ スズ メ バ チ V. dybowskii André, コガ タス ズ メ ヌメ バチ 
V. analis insularis Dalla Torre が , 新 諏 訪 地 区 で は , オオ スズ メ バ チ , キ イロ スズ メ バ チ が 確認 きれ た . 松 
代 地 区 で は , 樹液 に 飛来 する 個体 が , 7 月 か ら 9 月 を 中 心 に 見 られ 個体 数 も 多かっ た . 新 諏訪 で は , BI 
液 が 見 られ な いこ と か ら , 通過 する 個体 の み が 観 祭 さ れ た . こ うし た 個体 は 7 月頃 か ら 確 認 さ れ 始め , 9 
月 か ら 10 月 の 秋季 に 比較 的 多く の 個体 が 見 られ た . 


な お, 今回 の 調査 で 確認 で きた チョ ウ 類 以外 の 主 な 種 は , 松代 地区 で は , コシ ロ シ タ バ Cgzocg/2 actaea 
Felder & Rogenhofer, マメ キシ タバ C. duplicata Butler, アサ マキ シタ バ C. streckeri Staudinger, ベニ シタ 
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Fig. 1. The occurrence of sap on oak trees observed in each study site. 
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Fig. 2. The number of wasps observed in each study site. 


JN C. electa zalmunna Butler, ヨッ ボ シ ケ シキ スイ Librodor japonicus Motschulsky, シロ テン ハナ ム グ リ 
Protaetia orientalis submarmorea Burmeister、 ク ロ ハ ナ ム グ リ Glycyphana gracilis viridis Sawada, 71 F 7 
ン Rhomborrhina japonica Hope, 7 アオ カナ ブン unicolor Motschulsky, 77 7 h A X Trypoxylus dichotomus 
(L.), DAD} 4 Eophileurus chinensis chinensis Faldermann, コク ワリ ガタ Dorcus rectus Motschulsky, 7 
カ ア シ クワガタ D. rubrofemoratus Vollenhoven, 3 ミヤ マカ ミキ リ Massicus raddei Blessig, レル リボ シカ ミキ 
リ Rosalia bateshi Harold, タビ アカ トラ カミ キリ Xylotrechus rufilius Bates, ヤブ ヤ ンマ Polycanthagyna 
melanictera Selys, "7 v 7 オバ ナチ Euurobracon yokahamae Dalla Torre な ど で , 新 諏訪 地区 で は , コシ ロ シ 
タバ マメ キシ タバ , シロ シタ バ Catocala nivea Butler, o オス グロ トモ エ Spirama retorta Clerck, アカ モン 
ドク ガ Telochurus recens approximans Butler, トラ ガ Chelonomorpha japana japana Motschulsky, タロ ハ 
FAZI, アオ カナ ブン , ミヤ マク リガ タ Lucanus maculifemoratus Motschulsky, スジ クリ ガタ Dorcus 
striatipennis Motschulsky, ヤマ ト タ マ ムシ Chrysochroa fulgidissima Schonherr, ルリ ボ シ カ ミキ リ , クビ ア 
カト ラ カ ミ キリ , キ イロ トラ カミ キリ Grammographus notabilis Pascoe, オニ ヤン マ Anotogaster sieboldii 
Selys, ヨ ツ モン カメ ムシ Urochela quadrinotata Reuter。 ス ケバ ハゴロモ Euricania fascialis Walker な ど で 
ある . 


2. チ ョ ウ の 種 数 と 個体 数 


各 調 査 地 に お ける 確認 種 と 個体 数 を Table 2 に 示す . 2 地区 の 合計 で 4$ 種 460.00 個体 (30 分 当たり 補 
正 値 ) が , う ち 松 代 地 区 で は 39 種 541.00 個体 , 新 諏訪 地区 で は 32 種 379.00 個体 が 確認 され た . また , 環 
境 別 で は , 松代 地区 の 森林 内 が 個体 数 , 種 数 と も に 一 番 多 く , それ ぞ れ 36 種 588.67 個体 で あり , 逆 に 
最も 少な か っ た の は , 新 諏訪 地区 の 森林 内 で 11 8 105.00 個体 で あっ た . 
































Table 1. The outline of observation sections. 





























調査 地 景観 所 在 地 標高 主要 植生 
1 地区 森林 長野 市 400m e し た 雑木 林 : エノキ , ハギ 類 が 見 ら 


A 








H 


松代 NR クヌギ を 主 と し た 雑木 林 の 林 縁 で 未 舗装 の 林道 3 
2 地区 PR AGE REPT 400 芝 に エノキ 和平 類 . イ ネ 科 植物 が 見 られ る 
1 地区 森林 長野 市 450m OO du LC I I 
新 諏 訪 MO 
TS Hig クヌギ を 主 と し た 雑木 林 の 林 縁 で 耕作 地 が ある : 


調査 期間 は いずれ も May, 2005-April, 2006, 調査 回 数 は 16 回 . 
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Table 3. Comparison of various indices of species diversity at each study site. 











種 数 個体 数 HH 1-A ER’ HI 

ps as TS us 
松代 E 39 541.00 3.765 0.862 2.81 5.89 1.16 0.14 712 87.1 
松代 1 地区 (森林 ) 36 588.67 4.061 0.899 2.76 5.94 1.24 0.07 71.3 89.6 
松代 2 地区 OBS) 27 524.00 3.036 0.800 2.86 5.80 1.13 0.22 71.0 84.9 
新 諏訪 mb 32 379.00 4.149 0.928 2.23 4.78 246 0.53 624 61.5 


新 諏訪 1 地区 (森林 ) 11 105.00 2.750 0.803 3.86 5.06 1.00 0.08 75.7 97.9 
新 諏訪 2 地区 (耕作 地 ) 30 516.00 4.006 0.919 2.00 4.74 2.67 0.60 60.4 57.2 





Table 4. Overlap ratio (a) of the butterfly assemblage between each 








study site. 
松代 
計 1 地区 (森林 ) 2 地区 ( 林 縁 ) 
計 0.242 
新 諏 訪 1 地区 (森林 ) 0.189 0.112 
2 地区 (耕作 地 ) 0.349 0.156 


確認 され た 種 を みる と, 全 調 査 区 に お ける 合計 で . オオ ムラ サキ の 個体 数 が 多く , 続い て ジャ ノ メ チ 
ョ ウ , ウス バシ ロ チ ョ ウ , コミ スジ , キチ ョ ウ の 順 で あっ た . 松代 地区 で は , オ オム ラサ キ , ジャノメ チョ 
ウ , キチ ョ ウ の 順に 多く , 新報 訪 地 区 で は , ウス バシ ロ チ ョ ウ , ヤマ トシ ジミ , ルリ シジミ と スジ グロ 
シロ チョ ウ の 順 で あっ た . 個体 数 が 一 番 少な か っ た 新 諏訪 の 森林 で は ミヤ マセ セリ , クロ ヒ カ ゲ , コ 
ジャ ノ メ が 見 られ た が , 他 の 種 は 散見 され る 程度 で 少な か っ た . 松代 地区 で は 森林 , 林 縁 と ち に オオ 
ムラ サキ の 個体 数 が 突出 し , 松代 地区 の 全 確 認 個体 数 の 30.3% を 占め た . これ に 2 番目 に 個体 数 が 多 
か っ た ジャ ノ メ チ ョ ウ の 個体 数 を あわ せる と , 全 確 認 個体 数 の 47.3% と ほぼ 半数 を 占め て いる . 


3. 多様 度 指数 


チョ ウ 群 集 の 多様 性 を 示す 様々 な 指標 の 計算 結果 を Table 3 に 示す .H PIAL, オオ ムラ サキ を 豊 産 
する 松代 地区 より も 新 諏訪 地区 で 高い 値 を 示し た . これ は , 松代 地区 は , 新 諏訪 地区 より も 個体 数 も 
種 数 も 多かっ た が , オオ ムラ サキ の 個体 数 が 突出 し , 種 の 均衡 性 が な か っ た た めで ある . 環境 別 で は , 
松代 地区 の 森林 と 新 諏訪 地区 の 耕作 地 ( 林 緑 ) が H,1- ん と も に 高く , 新 諏訪 地区 の 森林 で H' の 値 が 低 
く な っ た . 


種 に その 種 が 生息 する 環境 に よる 重み 付け を 行っ て いる 指数 で 比較 する と , 松代 地区 は , 森林 。 林 緑 
と も に BR は 非 定住 利用 段階 の 指標 値 が 高く , 続い て 原始 段階 の 指標 値 が 高かっ た . 新 諏訪 地区 で は , 
森林 で は , 非 定住 段階 の 指標 値 が 高い も の の 原始 段階 の 指標 値 が 一 番 高 い 値 を 示し た . 耕作 地 ( 林 緑 ) 
で は , 非 定 住 利 用 段階 が や は り 高 いも の の , 農村 ・ 人 里 段階 の 指標 値 が 一 番 高 い 値 を ボ し た . これ は , 
ER” や HI の 指標 で 比較 し て も 同様 な 結果 と な り , 新 諏 訪 地 区 の 森林 が 一 番 原 始 性 が 高い 傾向 を 示し , 
逆 に 新 諏訪 地区 の 耕作 地 ( 林 縁 ) が 一 番 人 為 の 影響 を 受け て いる 結果 を 示し た . 松代 地区 は 森林 , PR 
と も に 中 間 的 な 値 を 示し て いる . 


4. 種 の 重複 度 


松代 地区 と 新 諏 訪 地区 の チョ ウ 群 集 の 重複 度 w を Table 4 に 示す . 松代 地区 の 森林 と 新 諏訪 地区 の 耕 
作 地 ( 林 縁 ) が 一 番 高い 値 を 示し た . この 両 地区 は , 比較 的 人 為 の 影響 を 受け て いる 調査 区 で ある . 逆 に 
松代 地区 の 林 縁 と 新 諏訪 地区 の 森林 が 一 番 低 い 値 を 示し , 群集 の 種 構成 が 入れ 替わっ て いる こと が 
わか る . 放置 され た 森林 と 人 為 の 携 乱 が 強く 働い て いる 環境 と で 種 構成 が 大 きく 入れ 替わる こと が 
わか る . 


$. チ ョ ウ 類 に お ける 希少 種 の 生息 状況 


調査 地 に お ける レッ ド デ ー タ 該当 種 を Table 2 に 示す . 松代 地区 お よび 個体 数 は 少な か っ た が 新 諏 訪 
地区 それ ぞ れ か ら , 環境 省 の 準 絶滅 危 恨 種 お よび 長野 市 の 今後 の 減少 が 予測 され る 種 に な っ て いる 
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Fig. 3. Changes of the species diversity (H^) of butterfly assemblage in response to human distur- 
bance (HI-index). 





オオ ムラ サキ が 記録 され た . また , モニ タリ ング の 時 間 内 に ! は 記録 され な か っ た も の の 長野 県 の 準 絶 減 
危 恨 種 お ょ び 長 野市 の 減少 種 に な っ て いる クロ ミド リ シ ジ ミ が 松代 地区 か ら 記 録 さ れ た . 過去 の 調 
ECL, 新 諏訪 地区 か ら も 見 つか っ て お り , 林 相 に 変化 が 少な いこ と か ら お そら く 調 査 年 に も 分 布 し て 
いた も の と 思わ れる . 





考 ë g 


1. 活き て いる 雑木 林 と 死ん で いる 雑木 林 


か つて は , 昆虫 採集 の 場 と し て , 子供 た ち で 賑わい 生物 多様 性 が 高かっ た 雑木 林 が 最近 めっき り 減 っ て 
き て いる と 言わ れ て いる . 浜 (1989) の 記す よう に , 雑木 林 が 利用 され ず に 錦 蒼 と な っ た だ た め チ ョ ウ の 
多様 性 が 失わ れ た と する 記述 は 多く , 特に チョ ウ の 愛好 者 は , 管理 され て いな い 雑 木 林 で の チョ ウ の 多 
様 性 の 低下 を 強く 感じ て いる こと 思わ れる ( 田 下 ,2006). 


調査 結果 か ら 明 ら か な よう に , 森林 や 林 縁 部 の 適度 な 伐採 が 行わ れ て いる 松代 地区 で は , 森林 内 , 林 
緑 を 問わ ず チ ョ ウ の 種 と 個体 数 が 多い こと が わか る . 逆 に , 最近 手 を 入れ て いな い 新 諏訪 地区 の 特に 森 
林 部 で は , チ ョ ウ の 種 , 個体 数 と も に 著しく 少な か っ た . 


樹液 の 浸出 箇所 数 を みて も 明らか な よう に , 松代 地区 で は 多く の 樹液 の 浸出 箇所 が みつ か っ た 反面 
新 諏訪 地区 の 雑木 林 で は , 樹液 が 出 て いる 箇所 は 全く 見 つか ら な か っ た . 市川 2003) は , 樹木 が 樹液 を 
出し 続け る の は , ボク トウ ガ が 樹皮 直下 の 維 管 束 を 食害 する た めで , ボク トウ ガ の 幼虫 は , 樹液 に 来 
る 昆虫 類 を 捕食 する た め に 樹液 を 出し 続け る と し て いる . し た が っ て , 餅 と な る 生物 が 少な い 環 境 で は , 
ボク トウ ガ も 生息 で きず 樹液 も 出 な く な る . さら に , スズ メ バ チ 類 は , HMMA CRhEMOKRE 
が 少な い 都 市 的 な 環境 で は , 巣 も 小さ く な り 多 く の 個体 が 活動 で き な い と され て いる . Fig. 2 に 示す 
と お り , 松代 地区 は スズ メ バ チ 類 も 多く 生息 し , 新 諏訪 地区 は , 秋季 に 若干 個体 数 を 増やし た も の の 
生息 数 は 少な い 状 況 で あっ た . 


以上 か ら , 松代 地区 は 新 諏訪 地区 と 比較 し て , 生物 が 豊か な 環境 と 一 般 的 に は 判断 され る . 


LAL, 生物 の 多様 性 は , 種 の 豊か さと 均衡 性 の ある 個体 数 か ら 評 価 さ れる . E 1-A に 示す 
よう に 松代 地区 の チョ ウ 和 群集 は , オオ ムラ サキ や ジャ ノ メ チ ョ ウ の 個体 数 が 突出 する た め に 必ず し ゃ 
高い 値 を 示し て は いな い . か えっ て , 新 諏訪 地区 の 方 が 高い 値 を 示し て いる . また , 環境 を 評価 する 
ER, ER” や HI は , 新 諏訪 地区 の 森林 で 一 番 原 始 性 が 高い 値 を 示し た . 
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これ ら か ら 判 断 す る と, 昆虫 類 が 豊富 で 多様 性 が 高い よう に 見 える 雑木 林 は , Blt, 人 為 に よる 適度 
な 携 乱 の 結果 , 自然 が 持つ 本 来 の 種 の 均衡 性 を 失わ せ た 環 境 と も 言え る . 特定 の 種 の 個体 数 を 突出 さ 
せ , それ を 元 に 様々 な 生物 た ち が 暮 らし て いる よう に 思え る . 


2. 里山 の 環境 と チョ ウ 和 群集 


FEB D (1996) は , 植物 の 多様 性 が 適度 な 揚 乱 の も と で 高まる こと を , 麗 区 礁 に お ける サン ゴ の 多様 性 
を 事例 に し て 述べ て いる . 携 乱 し た 環境 で は , 種 の 競争 原理 が 破壊 され , 他 種 が 入り 込め る 可能 性 が 
生ま れる こと か ら 多 様 性 が 高まる も る の と し て いる 


Fig. 3 に は , 田 下 ・ 市 村 (1997) に よる 長野 市 お よび 松本 市 の 平地 で の チョ ウ 和 群集 の ライ ン セ ン サ ス 結 
果 や 田 下 ・ 中 村 ら (2007) に よる 松本 市 の 平地 で の 同 結果 を 追加 利用 し て , 横 軸 に 人 為 に よる 揚 乱 の 
程度 を 示す 指標 と し て HI 指数 を , 縦 軸 に 種 の 多様 性 を 示す 指標 と し て を と り , 人 為 の 携 乱 の 程度 
と チョ ウ 群 集 の 多様 性 の 変化 を 比較 し た . そ の 結果 , BES (1996) が 示す よう に チョ ウ 和 群集 に お いて 
D, 適度 な 揚 乱 地 で 多様 性 が 最大 と な り , その 前 後 で 多様 性 が 低下 する 結果 が 得 ら れ た . つま すり, HERALDS 
激しく 作用 する と 抵抗 性 が 低い 種 が 滅び る 結果 多様 性 が 減少 し , HI, 人 為 を 加え ず に 放置 する と 原始 
性 が 高まる も の の 種 の 競争 に よる 種 の 排除 作用 が 働き , 種 の 多様 性 が 減少 する 結果 に な る こと を 示 
し て いる も の と 考え られ る . 


3. 今後 の 里山 環境 管理 の あり 方 


新 諏訪 地区 は , 1970 年 頃 ま で は , 都市 の 近郊 で 昆虫 の 採集 地 と し て 著名 な 場所 で あっ た . チョ ウ で は , A 
モン アカ シジミ Shirozua jonasi Janson, ウラ ナミ アカ シジミ Japonica saepestriata saepestriata Hewitson 
を は じ め と し た ゼ フ ィ ル ス 類 や オオ ムラ サキ , キマ ダラ モドキ Kirinia fentoni Butler な ど 様 々 な チョ ウ 
を 産 し た . し か し , 森林 の 施業 が 行わ れ な く な っ た 結果 , 森林 と 耕作 地 が は っ きり 分 か れ て し まっ た 
うえ に , 森林 内 で は , チョ ウ に お いて は 特定 の 森林 種 が わずか に 見 られ る 程度 で 個体 数 が 著しく 減っ て 
Lear. 






































































































































































































































































































































松代 地区 で は , 森林 内 に お いて る も 草原 性 の 種 で ある ジャ ノ メ チ ョ ウ の 個体 数 が 多い な ど , 森林 の 施業 に 
より 極端 2 RE 多種 類 の チョ ウ が 見 られ る 環境 に な っ て いる . 同じ 都市 近郊 の 里山 で も 
わずか な 施業 に より チョ ウ 和 群集 は 著しく 変化 する こと を Table 4 が 示し て いる 


現在 , 環境 省 や 長野 県 レッ ド デ ー タ ブッ ク に 記載 され, 減少 が 著しい 種 は , クロ シジミ Niphanda fusca 
Bremer & Grey ( 蜂 川 , 1989), オオ ルリ シジミ Shijimiaeoides divinus barine Leech (丸山 , 2005; 村田 ら , 
2005; 西尾 , 2005), チャ マダ ラ セ セ リ Pyrgus maculatus maculatus Bremer & Grey (H F, 1987, 1988, 
1989), ミヤ マシン シジミ Lycaeides argyrognomon Bergstrasser ( 清 , 1988), ツマ グロ キチ ョ リウ Eurema laeta 
betheseba Janson (H F, 1990) な ど , 人 為 的 に 維持 され て きた か や 場 や 河川 敷 な どの 草原 に 生息 する 
SEL. . これ ら o め の 活 動 が さき か ん に な りつ つ あ る が , 里山 の 森林 性 の 種 の 動 
向 に も 十分 注視 する 必要 が ある よう に 思う . 松 代 地 区 で は , 地元 住民 が 中 心 と な り オ オム ラサ キ を 中 心 
E p: i o 活動 が 始ま っ て いる (長野 市 自然 保護 保全 スハ マ 会 , 2007). 貴重 な 種 の 生息 と 森林 の 


積極 的 な 活用 方 法 に つい て の 知識 の 普及 が , 地域 住民 の 活動 と と も に 進め られ て いく こと が 望ま れ 
BD: 
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筆者 は , 2005 年 5 月 か ら 2006 年 4 月 に か け て 長野 市 の 郊外 で クヌギ が 主要 植生 と な っ て いる 里山 の 
うち か ら , 長野 市 松代 地区 と 同市 新 諏訪 地区 の 2 人 箇所 で , 人 間 の 活動 と 里山 の チョ ウ 類 の 多様 性 と の 
関係 を 調べ る た め , ラ イン セン サス 法 に より チョ ウ の 種 と 個体 数 を 数 を る モニ タリ ング 調査 を 実施 し 
た . 調査 地 の う ち 松 代 地 区 は , 森林 の 施業 が 行わ れ て お り , 現在 で も 多く の 里山 昆虫 が 見 られ る 地区 
で , 一 方 の 新 諏訪 地区 は , か つて は 豊か な チョ ウ 相 を 示 し た が , 現在 は , 森林 化 が 進み チョ ウ 影 を あま り 
見 か け な く な っ た 地区 で ある . その 結果 は , 松代 地区 で 39 $8 541.00 個体 新 諏訪 地区 で 32 種 379.00 個 
体 を 観察 し た . 種 多 様 度 を 示す HH や 1- ん は , 松代 地区 より 新 諏訪 地区 で 高い 値 を 示し た . これ は , 松代 
地区 で は , オ オム ラサ キ や ジャ ノ メ チ ョ ウ の 個体 数 で 全 観 察 個体 数 の 約 50% E 特定 の 種 が 突出 し 
た た めで ある . 人 為 的 な 管理 が 行わ れ て いる 里山 は , 特定 の 種 に と っ て 特に 生息 に 適する 環境 を 生み 出 
し て いる ほか , 森林 で あり な が ら ジ ャ ノ メ チ ョ ウ の 様 な 草原 性 の 種 を 産 す る な ど , 人 為 に 伴う 提 乱 に よ 
り , 種 数 は 多い も の の 種 の 均衡 性 の 乏しい 環境 を 生み 出 し て いた . 過去 に お ける 松本 市 お よび 長野 市 の 
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平地 部 で の ライ ン セ ン サ ス 結 果 を も と に , 人 為 に よる 携 乱 度 HI 指数 ) と 種 多様 性 (H) を 比較 する と, 
人 為 の 適度 な 干渉 の も TRKOM (F a YE) 多様 性 が 生み 出さ れる こと が 示さ れ た . 
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Summary 


Butterfly assemblage was monitored using a route census method at 2 observation areas (4 study sites), 
Matsushiro and Shinsuwa, around the rural zone in Nagano Cty, Nagano Prefecture from May, 2005 to April, 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 








62 田 下 昌志 





2006. Both areas consist mainly of secondary broad leaf forest such as Quercus sp. One is a forest site with 
human disturbance, such as reforestation and a forest edge site along the road at Matsushiro in Nagano City, 
and the other is a forest site without human activity and cultivated land along the forest at Shinsuwa in 
Nagano City. The numbers of species and individuals found at Matsushiro area were 39 species and 541.00 
individuals per 30 minutes, and at Shinsuwa area were 32 species and 379.00 individuals. 


In spite of the abundance of species and the number of individuals at the Matsushiro area, the Shannon’s H’ 
and Simpson’s 1-À in the Matsushiro area were lower than in the Shinsuwa area. This was due to the fact that 
in the Matsushiro area the numbers of two species, Sasakia charonda charonda Hewitson and Minois dryas 
bipunctata Motschulsky constituted about 50% of the total number of individuals. So in the rural zone with 
moderate human disturbance, individual species increased in dominance and grassland species such as Minois 
dryas bipunctata Motschulsky were able to live in a forest site. The value of ER, ER” and HI-index with en- 
vironmental values of each species was high in the site without human disturbance as the forest site of 
Shinsua, but the value of species diversity indices such as Shannon’s H’ and Simpson’s 1-A was low. By 
comparison of the human disturbance index (HI-index) with species diversity, it appears that moderate human 
disturbance created the highest species diversity. 
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